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﹇
要
旨
﹈

一
橋
大
生
の
世
界
平
和
の
実
現
可
能
性
の
信
念

―
社
会
心
理
学
的
視
点
か
ら
の
平
和
意
識
研
究

源
氏
田　

憲
一

　

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
平
和
運
動
を
担
う
た
め
の
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
心
理
的
要
因
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

本
研
究

は
心
理
学
的
社
会
心
理
学
の
立
場
か
ら「
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
信
念
、
す
な
わ
ち
世
界
平
和
の
実
現
可
能
性
の
信
念
を
取
り
上
げ
た
。

国
立
情
報
学
研
究
所
の
論
文
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
を
用
い
た
日
本
の
平
和
意
識
研

究
の
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
心
理
的
な
平
和
意
識
項
目
が
少
な
い
こ
と
、
平
和
意
識

の
関
連
要
因
が
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
も
政
治
的
・
歴
史
的
な
も

の
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
先
行
研
究
で
の
心
理
的
な
平
和
意
識
の

検
討
か
ら
、
平
和
へ
の
「
希
望
」
の
側
面
を
も
っ
と
研
究
す
べ
き
こ
と
、
特
に

戦
争
は
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
が
直
接
的
に
調
査
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
そ
う
し
た
平
和
意
識
の
規
定
因
の
調
査
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
橋
大
生
を
対
象
に
、
世
界
平
和

の
実
現
可
能
性
の
信
念
を
測
定
し
、
そ
の
関
連
要
因
を
社
会
心
理
学
的
な
も
の

（
社
会
関
係
要
因
や
心
理
的
要
因
）
を
中
心
に
検
討
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。

世
界
平
和
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
や
や
悲
観
的
な
見
方
が
さ
れ

て
い
た
。
世
界
平
和
へ
の
実
現
可
能
性
の
信
念
は
、
従
来
の
平
和
意
識
調
査
で

主
流
だ
っ
た
政
治
的
（
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
関
心
）、
歴
史
的
（
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
へ
の
関
心
）
な
平
和
意
識
と
関
連
し
て
い
た
。
ま
た
、
世
界
平
和
の
実
現

可
能
性
の
信
念
を
従
属
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
の
結
果
、自
己
効
力
感
、パ
ー

ソ
ナ
ル
な
対
人
関
係
の
重
視
度
、
居
住
地
へ
の
帰
属
意
識
、
ア
ジ
ア
へ
の
帰
属

意
識
、
世
界
へ
の
帰
属
意
識
、
新
自
由
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
各
変
数
が
有

意
な
効
果
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
が
平
和
心
理
学
の
知
見
を
参
考
に

考
察
さ
れ
た
。


